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信

圏
地
方
人
吹
き
だ
よ
り
の
東
京

江
戸

は
世
ネ

一
の
人

口
を
有

し
た
都
市
だ

っ
た
こ
と

は
、
昨
今

の
専
門
家
の
研
究

で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
江

一岸
の
人

日
は
元
禄
時
代

（
約
三
百
年
前
）

に
既

に
入
Ｏ

万
人
、
一手
保
時
代

＾
約

二
百
八
十
年
前
）

に
は
百
万
に

及
び
、
幕
末
は

，
二
十
万
人

い
た
と

い
わ
れ
る
。

し
か
し
　
明
治

の
ビ

一
新

で
、

い
わ
ゆ
る

一
百
諸
候
が
、

日
ま

と
共
に
　
江
戸
詰
め

の
侍

や
使
用
人
が
故
日

へ
引

き
揚
げ

て
し
よ

っ
た
の
で
、
急

に
六
十
五
万
人
に
減

っ

て
し
ま

っ
た
。
江
戸

は
各
地
方
か
ら

の
武
＋
と
、
商
人

と
丁
稚
小
僧
た
ち
の
寄

せ
集
ま
つ
の
都
市
だ

っ
た
．
根

生

い
の
江
戸

の
人
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
常

に
近

い
と

い

っ

て
も
過
言

で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
江
戸
を
取
り
巻
く
世

田
ケ
谷
や
中
野
や
練
馬
や
■
子
や
力
節
辺
に
は
、
中
世

の
鎌
合
時
代
か
ら
粽

い
て

い
る
名
主
や
農
家
が
あ

っ
て

そ
れ
等
は
徳
川
様
よ
り
も
古

い
と
言
う

こ
と
が

で
き
る
。
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田
谷

の
大
場
氏
、
千
子

の
醍
醐
氏
、
一局
木
氏
な
ど
は

そ
の
代
表

の
占
字

で
あ
る
。

明
治
に
な

っ
て
激
減
し
た
東
京

の
人

日
も

　
明
治
政

府

の
下
で
行
わ
れ
た
、
行
政

や
教
育
制
度

に
よ

っ
て
再

び
、
都
市
東
京

へ
の
中
央
■
確
他
が
進
め
ら
れ
人

日
の

流
入
を
見
た
。

わ
が
菫
栞
町
は
前
日
に
述

べ
た
う
り
、

そ
の
七
　
八
割
が
寺
″
地
で
占
め
ら
れ
て
日
り
、
残
り

は
大
田
備
中
守

の
屋
敷
地
で
あ

っ
た
と

い
う

ほ
か
は
、

肴
町
に
近

い
方

に
町
●
が
わ
ず
か
に
開
け
て

い
た
と

い

う
有
様
だ

っ
た
か
ら
、
町

の
人

々
の
人

日
も
微

々
た
る

も

の
で
あ

一
た
。

明
治
に
な

っ
て
の
学
校
教
育
は
明
治

五
年

に
学
側
が

炊
か
れ
て
、
小
学
校

と
師
範
学
校

は
い
ち
早
く

ス
タ
ー

ト
し
た
が
　
中
学
以
降

に
至

↓
て
は
極

め
て
遅
れ
て
、

丼
府
県
で
早

い
と
こ
ろ
と
遅
れ
た
と
こ
ろ
と
ま
ち
ま
ち

で
あ

っ
た
。
東
京

に

つ
い
て
も
、
市
立

の
四
中

ま
で
が
、

明
治
年
間

の
創
立

で
　
府
立
五
中

＾
■
小
τ
川
高
校
）

が
大
正
二
年

の
創
立
と

い
う
か
ら
大
変

に
遅
れ
て

い
た
。

地
方

に
お

い
て
も

か
く

の
如
く
で
あ
つ
　
交
通
機
関
も

未
発
ｔ
だ

っ
た
か
ら
　
省
県

の
中

で
も
、
中
学
校
以
ト

２
凸
等
教
育
を
受
け

る
に
は
、
寮

に
入
る
か
、
知
人

の

家
に
寄
宿
す

る
し
か
方
法

は
な
か

っ
た
。
ど
う
せ
自
宅

を
離
れ
て
宿
泊
す
る

の
な
ら
ば
　
東
京

に
出
て
来

て
し

ま

っ
た
方
が
便
利
だ
と

い
う
人
も
多
か

っ
た
．

ス
の

一
世
代
前

の
人
蓬

の
中

で
、
地
方

の
意
ま
れ
た

家
に
育

っ
た
人
た
ち
は
、
兄
弟
姉
妹

の
数
が
多
く

て
、

五
　
六
人
か
ら
十
人
な
ど
と

い
う
と

こ
ろ
も
あ

っ
た
。

そ
う

い
う
家

で
は
　
東
京

に

一
Ｐ
建

て
の
家
を
建

て
た

り
、
ま
た
は
借
家
を
探
し
て
　
き

，
う
だ

い
が

一
戸

に

集
ま
り
　

，
中
を
置

い
て
学
校

に
通
う
と

い
う
と
こ
ろ

ヽ
あ

っ
た
程

で
あ
る
。

県

に
よ

っ
て
は
　
減
郷

の
学
生
を
選
ん
で
、
東
京

の

宿
舎
を
作

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
現
在

で
も
月
白

台

の
結
山
荘

そ
ば

の
■
本
県

の
和
敬
熟

十
、
本
郷
追
■
●

文
京
学
園

そ
ば

の
鹿
児
島
県
入
学
生
業

と
が
あ
る
。

明
治
も

二
十
年
代
後
半
　
日
露
戦
争
以
後
　
わ
が
国

の
産
業
革
命
が
行
わ
れ
　
機
械
化

ェ
業
製
産

の
普
及
と

共
に
　
東
京

へ
の
学
生

の
集
中
が
始
ま

っ
た
頃
に
　
東

京
帝
大
及
び
明
治
法
律
専
門
学
校

（
明
治
大
学
）
　

曰

本
法
律
専
門
学
校

（
日
本
大
学
）
、
美

吉
利
法
律
■
円

学
校

（
中
央
大
学
）
　

仏
関
西
法
律
〓
円
学
技

（
法
政

大
学
）
な
ど

の
あ

る
本
郷

や
神

田
界
隈
に
　
学
■

の
寄

宿
す
る
下
宿
屋
を
営
む
者
が
次
第

に
増
え
て
来
た
。

後

に
世

に
出
て
高
級
官
僚

や
人
博
士
や
実
業
す
と
し

て
、
作
家

と
し

て
、
今
――
に
名
を
城
す
高
名
な
諸
氏
も

そ
の
書
生
時
代
を
本
郷
や
神

日
の
下
“
生
活
を
送

っ
た

こ
と

の
あ
る
人
が
多

い
。

わ
が
蓬
栞
町

に
も
戦
■

で
燃
え
る
前

に
は
、
実

に
―

四
軒

の
下
宿
Ｅ
が
あ

っ
た
。
下
宿
Ｅ
で
の
書
生

の
生
活

の
内
容

そ
の
他

の
具
体
的
な
こ
と
は
次

回
に
述

べ
る

の

で
　
今

回
は
、
旧
本
郷

区
に
お
け
る
下
宿
屋

の
総
括
的

な
こ
と

の
み
を
紹
介
す
る
。

口
黒

い
学
生
服

の
町
と
し
て

昭
和
七
年
に
は
　
従
来

の
＋
五
区
時
代
か
ら
、
新

た
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に
周
辺

の
都
部
か
ら
二
十
区
が
新
市
減

に
編
入
さ
れ
て

大
東
京
三
十
五
区

の
時
代
が
　
戦
後
昭
和
二
十
二
年

に

現
在

の
二
十
三
区
に
な
る
ま

で
続

い
た
。

蓬
業
町
は
　
本
郷
区
駒
込
蓬
泰
町
Ｌ
呼
ば
れ
て
い
た
。

私

の
子
も

と
に
あ
る

『
東
京
ド
宿
旅
館
組
合
連
合
会

』

の
昭
和
十
年

の
会
員
名
簿

に
よ
る
と
　
小
石
川
区
に
は

Ｆ
省

Ｅ
が
五
六
軒
あ

っ
た

の
に
対
し
て
　
本
郷
区

に
は

二
七
六
軒
も

の
下
宿
崖
が
あ

っ
て
、
小
石
川
区

の
五
倍

に
達
す
る
。
少
し
細
か
す
ぎ

る
嫌

い
は
あ
る
が
、
場
合

に
よ

っ
て
は
資
料
と
し
て
〓
さ
ヽ
出

る
か
も
知
れ
な

い

か
ら
　
本
郷
区

の
各
町
内

の
下
宿
屋

の
数
を
左

に
列
記

す
る
こ
と
と
し
た
。

ネ
木
町
　
　
一三
二
　
　
　
金
勁
町
　
　
　
一二

新
花
町
　
　
一
ｊ
一　
　
　
湯
島
町
　
　
　
ｔ

東
竹
町

　
　
　

一　

　

　

人
神
町
■

■

二
丁
日
）十
二

要

恋
町

　
　
　

一　

　

　

一二
組
町
　
　
　
五

切
通
坂
町
　
　
一〈
　
　
　
龍

岡
町
　
　
　
七

両
門
町
　
　
　
一二
　
　

　

■
町
　
　
　

一
人

弓
町
　
　
　
二

一　

　

　

●
砂
町
　
　
　
五

本
郷
二
上

＾
丁
目
〓

，
ハ
　
菊
坂
町

　

　

一
一
一

台
町
　
　
　
一　
一　

　

　

森

川
町
　
　
一
一四

追
分
町
　
　
一
三
二
　
　
　
弥
生
町
　
　
　
六

東
片
町
　
　
　
一〓
　
　
　
西
片
町
　
　

　

一

丸
山
福
山
町

　

一　

　

　

西
須
賀

町
　
　
一一

梃
津
八
重
垣
町

一　

　

　

根
津
藍
染
町
　
二

根
洋
十
町
　

　

一　

　

　

根
津
官
永
町

　

一

●
町

　
　
　
　
一　

　

　

丸
山
新
町
　
　
一
一

右

の
う
ち
、
さ
す
が
東
京
市
大

の
お
膝
元

の
本
郷
と

台
町
と
森
川
町
と
追
分
町

の
四

つ
は
最
も
下
宿
Ｆ

の
教

が
多

い
の
で
あ
る
が
、
お
膝
元
と
い

っ
て
も
弥
生
町
や

東
片
町
や
西
片
町
に
下
宿
月
が
少
な
か

っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
等

の
町

々
が
　

い
わ
ゆ
る
高
級
住
宅
地
と
し
て
分

議
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
　
福
山
城
主

の
阿
部
氏

の
西
片
町
　
広
島
城
主

の
芸
―――
浅
野
氏

の
弥

生
町
な
ど
が
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

わ
が
蓬
来
町

に
は
、
次

の
十
四
軒

の
下
宿
屋
が
あ

っ

一
ヽ

．

第
二
初
音
祉
　
菊
地
　
蔵
吉

千
歳
館
　
　
　
■
●
　
と
め

第
八
初
ご
館
　
平
間
　
と
し

第

一
東
洋
館
　
間
中
　
好

〓

第

一
初
苦
館
　
広
瀬
　
な
か

東
館
　
　
　
　
堀
井

　
も
と

オ
光
館
　
　
　
一二
谷
　
き
よ

昇
毬
館
　
　
　
秀
島
　
一九
技

第

二
初
ご
館
　
大
野
　
点

子

有
信
館
　
　
　
斉
藤
金
太
郎

萩
島
館
　
　
　
丼

田
勝
五
郎

岳
南
館
　
　
　
四
谷
　
　
一見

豊
島
館
　
　
　
呵
部
　
あ

い
　
蓬
業
町
二
八
番
地

蓬
栞
館
　
　
　
一高
橋
　
ゆ
き
　
　
　
　
四
五
番
地

右

の
十
四
館

で
あ
る
が
、
旧
六
番
地
七
番
地
は
郁
文

館
中
学

の
周
辺
で
あ
り
、
―
八
番

地
は
真
浄
寸
西
脇

の

一
直
線

の
細

い
路
地
に
軒
を
連
ね

て
い
た
。
二
八
番
地

は
、
郁
文
館
グ

ラ
ン
ド

の
―――
砂
場

の
あ

っ
た
北
離
り

の

地
域

で
あ

っ
た
。

営
業
■
に
女
性
名
義
が
多

い
の
は
　
当
初

は
岐
阜
県

や
茨
城
県

か
ら
の
先
輩

の
跡
を
慕

っ
て
　
同
郷

の
人
た

ち
が
本
郷

の
地

に
下
宿
Ｆ
を
開

い
た
も

の
が
多

い
．
そ

の
主
人

は
官
公
■
だ

っ
た
つ
　
勤

め
人
だ

っ
た
０
し
た

の
で
　
兼
業
を
は
ば
か

っ
て
奥
さ

ん
名
基

に
し
た
場
合

も
か
な
り
の
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
に
上

．
て
い
た
。

下
宿
Ｆ

の
建
物

の
有
様

や
、
部
Ｆ
、
晰

い
、
女
中
そ

の
他

の
話

は
次
回
に
ゆ
ず

る
と
し
て
　
今
や
明
治

の
本

造
三
階
建

て
と
し
て
　
森
川
町
に
残

る
本
郷
館
が
知
ら

れ

て
い
る
が
　
戦
災

で
焼
け
る
ま

で
は
、
わ
が
蓬
栞
町

の
第

二
初
吉
館
、
郁
文
館
隣
り

の
第

五
初
占
館
は
木
浩

三
階
建

て
の
家
に
堂

々
と
し
た
―
宿
屋

で
あ

っ
た
。
果

た
し
て
中
摯
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
現
在
ま

で
営
業

を
や

っ
て
い
ら
れ
る
が
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
蓬

葉

町
に
も
木
進

の
■
き
な
建
物

と
し
て
―
四
軒

の
下
宿

卜
が
あ

っ
た
か
ら
、
黒

い
学
生
服
を
着
た
下
宿
■
に
寄

宿
す
る
大
学
生

の
教
も
ま
た
五
百
人
は
下
ら
な
か

っ
た

こ
と
を
思
う
と
、
明
治
か
ら

の
百
二
十
年
の
歩
み
の
中

の
半
ば

は
、
書
上

の
町
と
し
て
の
蓬
業
町
と

い
う
も

の

蓬
栞
町
六
番
地

六
番
地

六
番

地

七
番

地

七
番

地

十
七
番
地

一
八
番
地

一
八
番
地

一
八
番
地

二

一
薔

地

二
五
番

地

二
八
番
地



が
存
在
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
明
記
さ
れ
て
も
よ
い
だ

ろ
う
と
思
う
。

昭
和
“
年

２
月
か
ら
平
成
元
年
３
月
ま

で

②
　
町
会
備
品
と
し
て
こ
の
度
、
大
型
灯
油
式
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
を
臨
ス
、
町
会
の
行
事
並
び
に
会
員
宅
の
第

儀
な
ど
冬
季
の
暖
”
月
に
ｔ
月
を
い
た
し
ま
す
。

０
　
中
部
担
当

，
員
　
神
保
三
郎
様
、
こ
の
度
　
文
京

区
“
年
度
区
政
功
労
表
彰
に
お
い
て
地
域
自
治
振
興

功
労
老
に
実
彰

さ
れ
ま
し
た
．

０
　
南
部
担
当
役
員
　
翁
松
夫
様
、

で
３
月
３‐
日
に
退
任
、
代

っ
て

当
■
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
２０
日
～

３
月
％

日
　
寺

の
防
犯
運
動
週
間
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

空
き
某
、
ド

ロ
■

―
の
多
発
す
る
季
節

で
す
、
戸
柿

ま
り
に
注
意
を
．

運
動
胡
聞
中

の
特
別
指
導
と
し
て
、
今

回
は
■
ビ
家

庭

の
火
元
に

つ
い
て
消
防
署
係
■

に
よ
る
巡
日
指
導

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

３
月

１０
日
　

，」
の
■
　
当
町
会

の
防
災
備
品
●
障

の
設

置
及
び
設
置
場
所
に

つ
い
て
文
京
区
役
所
防
■
課

に

中
市
を
行

い
ま
し
た
。

口
日

曜
〓

幽

１
月
１０
日
　
本
年
　
当
町
会
の
会
員
皆
様
の
ご
家
庭
で

成
人
式
を
お
迎
え
に
な

っ
た
方
ル
の
お
名
前
を
載
せ

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
．

成
人
を
迎
え
ら
れ
試
に
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
。

当
町
会
よ
り
心
ば
か
り
の
記
念
品
を
お
贈

，
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．

２
月

Ｂ
曰
　
町
会

の
業
務
並
び

に
達
営
に

つ
い
て
、
“

年
以
上

の
水
き
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
左

記

の
方

々
に
感
謝

の
意
を
ま
す
る
こ
と
が
役
員
会

の

総
意

に
よ
り
滉
定

し
　
本

日
の
役
員
会

に
お

い
て
感

謝
状
並
び
に
記
念
品
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た
．

記

久
貝
　
貫

一
様
　
高
島
　
正
義
様

半
沢
　
義
吉
様
　
小
林
　
一■
「
様

広
沢
長
次
郎
様

２
月
”
日
　
午
資
門
松

（絵

ビ

ラ
）

配
布

い
た
し
ま
し
た
。

記

堀
工
　
真
美
様
　
桑

円

半
沢
　
義

一
様
　
池

口

赤
木
　
啓
悦
様
　
．高
橋

小
泉
　
　
光
様
　
小
野

清
水
　
■
可
様
　
西
村

早
川
　
栄

一
撲
　
加
藤

宇
佐
美
　
学
様
　
石
橋

奥
山
　
Ｉ
代
様

１
月
∞
日
　

，」
の
た
び
広
報
■
業
と
し
て
、
当
町
会
が

昭
和
５７
年
１
月
よ
り
発
行
を
し
て
お
り
ま
す

「
蓬
葉

だ
よ
り

」
の
広
報
活
動

一
部
助
成
金
と
し
て
文
京
区

投
所
か
ら
金
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
梅
太
郎
様

川
西
　
止
造
様

を
，

町
会
員
宅

に

恵
子
様
　
一二
河
　
要
子
様

綺
哉
様
　
日
中
　
瓜
久
様

剛
様
　
名
取
恵
美
子
様

順
子
様
　
木
部
　
ヽ
嗣
様

秀
之
様
　
平
野
　
」■
照
様

定
信
様
　
木
内
　
孝
技
様

剛
様
　
橋
本
美
弥
子
様

１
月
６
日
　
文
京
区
町
会
連
合
会
、
新
年
名
刺
●
換
会

１
月

１７
日
　
営
団
地
下
鉄

工
事

に
伴
う
説
明
会
が
駒
木

小
学
校

に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。

「
出
入
り

日
の
設

置
場
所
■
に

つ
い
て

」

口
お
知
ら
せ
］

０
　
蓬
来
町
、
町
名
の
山
来
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
銘

板
が
区
役
所
か
ら
８７
枚
配
布
さ
れ
た
の
で
、
設
置
場

所
を
選
び
近
々
の
う
ち
に
取
り
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

２
月
２
日
　
秋
の

，
国
防
火
運
動
実
施 一

身
上
の
ご
都
合

里
見
正

一
様
が
世

先
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
度
よ

り
町
会
費
を
、

一
ケ
月
　
一
日
　
一二
百
円
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
会
の
運
営
上
、
会
螢
は
前
納
と
い
う
こ
と
で
ご

協
力
い
た
だ
き
た
く
を
し
ま
す
。



３
月
創
日
　
本
年
度
、
当
町
会
会
員

の
お
子
様

で
、
小

学
校

へ
入
学
さ
れ
る
方

の
お
名
前
を
哉
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご

入
学
誠
に
お
め
て
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
当
町
会
よ

り
心
ば

か
り
の
お
祝

い
品
を
お
贈
り

い
た
し
ま
し
た
．

記

菅

谷
　
　
純
君
　
小
林
　
〓員
彦
Ｉ
　
今
丼
　
逹
郎
君

一Ｆ
田
　
大
晴
君
　
島

日
　
絵
加
君

２
月
■
日
か
ら
２
月
”
目
ま

で
町
内
蔵
末
夜
警
巡

回
を

町
会
役
員
と
共
催

に
よ

っ
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

本
年
も

こ
れ
と

い
う
■
故
も
無
く
新

し
い
平
成
元
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
皆
様
と
共
に
お
慶
び
中

し
上
げ
ま
す
。

２
月
Ｄ
日
　
絣

つ
き
大
会
　
午
前

１１
時
か
ら
午
後
２
時

ま

で
．

暖
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
中

で
の

「
餅

つ
き
大
会

」

大
勢

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
子
供
さ
ん
を

つ
れ
て
参
加

さ
れ
、
ヽ
■
部
員
が
総
出

で

つ
き
あ
げ
た
お
絣

は
た

ち
ま
ち
売

り
切
れ
、
あ
と
は
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
遊

ん
で
も
ら

い
ま
し
た
が

　

い
か
が

で
し
た
か
。
ま
た
、

楽
し

い
企
画
を
立
て
ま
す

の
で
そ

の
節

に
は
皆
さ
ん

誘

い
０
わ
せ
て
ビ
参
加
下
さ

い
。

て
は
、
い
つ
も
な
が
ら
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
厚
志
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
で
戴
い
た
金
額
は
次
の
通
つ
で
す
。

一
金
、　
一
七
七
、
七

一
■
円

当
町
会
に
お
住
ま

い
の
方

で
、

１２
月
か
ら
本
年

の
３

月
ま

で
の
問

に
ご
逝
去
さ
れ
た
方

々
の
お
名
前

は
左
記

の
と
お
り
で
ご
ぎ

い
ま
す
．

謹
ん
で
お
悔
み
を
中
し
上
げ
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

て
お
り
ま
す
。

小
野
田
千
代
様
　
本
城
　
　
幸
様
　
高
木
　
た
ま
様

磯
員
　
き
み
様
　
“
沢
　
　
首
様
　
早
川
四
那
治
様

永

田
　
政
江
様

（
四
月

二
〓

四

兼
題
　
入

０
　

ひ
ば

，

本
の
に
開
さ
に
■
ヽ
い
時
刻
表

雲
雀
落

つ
基
”
員
対
の
建
凛

ゆ
く
全

↓
ル
．た
が
師
●
１

，

草
原
に

，
す
若
人
に
ひ
は

，
喘
く

待

つ
■
に

●
び

つ
い
´
・■
く
入
学
児

ネ
と
も
し
茶
話
埓

も
な
●
０
け
０

裾
野
八
里
そ
の
ひ
ろ
が
り
を
夕
ひ
げ
リ

芽
柳
つ
風
に
も
つ
れ
て
■

，
■
り

路
地
異
の
芽
動
ぜ
す
と
も
日
瞬
伸
ぶ

酒
弱
く
な
り
し
老
爺
の
風
■
薬

明
け
暮
れ
に
山
の
吟
や
二
月
尽

本

の
風
邪
や
う
や
く
林
え
て
通
夜
の
席

水
仙
の
荷
を
解
き
了

へ
し
頃
の
雨

密
よ
り
も
甘
く
誘
な
う
恋
の
脳

金
属
音
止
ま
ず
作
業
場
二
月
尽
く

木
の

，
と
書
き
観
梅
の
色
紙
長

無
雑
作
に
割
る
ツ
ェ
フ
オ
し
ヽ
卵

本
冬
は
曖
冬
の
た
め
、
こ
れ
と
い
う
厳
し
い
冬
さ
も

感
じ
な
い
内
に
本
を
迎
え
た
今
日
こ
の
頃
の
陽
気
で
す

が
、
会
員

の
皆
様
方
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
て
し
，
う

か
。
町
会
事
業
も
四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り
ま
す
。

平
成
元
年
度
の
町
会
事
業
の
有
意
義
な
活
動
を
図
る

た
め
、
会
員
皆
様
方
の
厚
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一襴
集
委
員

小
林
　
二塁
一
、
　

■
中

　

一

猪
熊

　
良
晃
、
　

池

田

‐２
月

５
日
　

「
歳
末
た
す
け
お

い
募
金

」
に
際
し
ま
し

人 地 大

』

）
帰
鰈

迪
木

小
匡

喜

一

す
え

向
雪

暉 馬

小
匡

千
■

千
重

一， ¨
一

笑
子

す
え

，，
え

向
雪

帰
蝶

速
木

市
雨
享

高
橋

　

一
郎


